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樹氷坂上で、町田さん

13時48分準備中
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十
一
月
二
日
　
（
金
）

報
告
　
編
集
部

二
日
（
金
）
、
安
達
太
良
山

薬
師
尾
根
で
今
年
最
後
の
登
山

道
整
備
作
業
を
実
施
し
た
。
範

囲
は
二
〇
〇
二
　
（
平
成
十
四
）

年
に
登
山
道
整
備
が
行
わ
れ
た

範
囲
で
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
山
頂

駅
か
ら
「
樹
氷
坂
」
を
登
り
上

げ
た
所
迄
。
前
々
日
に
初
冠
雪

し
た
安
達
太
良
山
登
山
道
に
は

薄
く
雪
が
積
り
一
部
に
は
氷
が

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
午
前
九
時

頃
か
ら
は
年
配
者
中
心
の
団
体

客
が
次
々
訪
れ
、
雪
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
山
頂

駅
か
ら
薬
師
岳
山
頂
パ
ノ
ラ
マ

パ
ー
ク
を
目
指
す
姿
が
見
ら
れ

た。
作
業
は
樹
氷
坂
上
か
ら
降
り

な
が
ら
と
、
山
頂
駅
上
の
分
岐

か
ら
登
り
な
が
ら
、
登
山
道
に

●
編
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連
絡
先
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都
内
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渡
辺
　
正

被
さ
っ
た
港
木
と
笹
の
除
去
を

行
－
笑
例
年
、
年
の
最
後
に
な

る
薬
師
尾
根
の
作
業
で
は
刈
り

払
い
機
を
使
用
す
る
。
そ
の
た

め
登
山
客
の
少
な
い
ロ
ー
プ
ウ

エ
イ
運
行
の
最
終
平
日
に
行
っ

て
い
る
。
今
年
は
例
年
に
無
く

登
山
者
が
多
く
、
年
配
者
か
ら

若
者
ま
で
、
雪
が
被
さ
っ
た
登

山
道
を
　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
感
謝
の
声
を
掛
け
な

が
ら
、
元
気
に
登
っ
て
い
っ
た
。

例
年
最
終
の
作
業
日
に
な
る
こ

の
日
、
積
雪
期
登
山
に
使
用
す

る
目
印
用
の
篠
竹
も
配
置
す

る
。
今
年
も
会
員
が
準
備
し
た

五
十
本
を
登
山
道
の
各
所
と
樹

氷
坂
上
の
道
標
に
結
び
つ
け
て

お
い
た
。
積
雪
期
登
山
の
目
印

に
自
由
に
利
用
し
て
安
全
確
保

に
努
め
て
欲
し
い
も
の
だ
。
当

会
は
今
年
も
四
月
か
ら
毎
月
一

回
、
登
山
道
整
備
作
業
を
実
施

し
て
き
た
。
今
回
も
会
員
外
も

含
め
て
、
七
名
が
参
加
し
た
。

十
一
月
二

今
年
の
装
備
点
検
は
十
一
月

二
十
三
日
（
金
）
勤
労
感
謝
の

日
に
　
今
年
も
二
本
松
市
中
里

の
阿
部
健
さ
ん
宅
で
開
催
さ
れ

た
。
午
後
二
時
に
は
参
加
者
が

集
ま
り
、
会
場
や
料
理
の
準
備

が
始
め
ら
れ
た
。

装
備
点
検
は
阿
部
さ
ん
宅
物

置
の
山
の
会
ロ
ッ
カ
ー
前
で
行

わ
れ
た
。
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の
確

認
、
テ
ン
ト
を
開
い
て
再
び
格

納
、
新
し
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
確

認
等
を
行
っ
た
。

懇
親
会
は
十
四
時
四
十
五
分

か
ら
　
大
内
常
任
顧
問
の
挨
拶

で
始
め
ら
れ
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は

焼
肉
と
キ
ノ
コ
汁
、
ビ
ー
ル
・

日
本
酒
・
焼
酎
な
ど
。
盛
り
上

が
っ
た
話
が
弾
み
、
暗
く
な
る

ま
で
賑
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
十
二
名
が
参
加
し
た
。


